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迎こ
う

摂
し
ょ
う

院

の

木
も

く

食
じ

き

観
か

ん

正
し
ょ
う

の

石

碑

宮

川

進

元
荒
川
沿
い
、
宮
本
町
・
迎こ

う

摂
し
ょ
う

院
の
境
内
に
、
不
思
議
な
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

高
さ
。
上
に
は
梵ぼ

ん

字じ

ら
し
い
字
で
「
あ
、
う
ん
」。
そ
の
下
に
は
自
己
流
の
漢
字
か
、
で
も
楽
し
い
書
体
で

書
か
れ
て
い
る
の
は
「
南
無

な

む

大
師

だ

い

し

遍
照

へ
ん
じ
ょ
う

金
剛

こ
ん
ご
う

」。
書
い
た
の
は
「
木
食

も
く
じ
き

・
観か

ん

正
し
ょ
う

」
で
す
。

木
食
と
い
う
の
は
、
米
、
麦
な
ど
の
五
穀
を
食
べ
ず
、
草
や
木
の
葉
を
食
べ
つ
つ
諸
国
を
修
行
し
て
回

る
僧
の
こ
と
。
有
名
な
の
は
、
円
空

え
ん
く
う

と
同
様
に
木
に
仏
像
を
刻
み
な
が
ら
の
旅
を
し
た
木
食
行

ぎ
ょ
う

道ど
う

と
弟
子

の
白

び
ゃ
く

道ど
う

で
す
が
、
ほ
か
に
も
多
く
の
木
食
が
い
て
、
真
言
宗
、
天
台
宗
、
浄
土
宗
の
系
統
が
あ
り
ま
し
た
。

観
正
は
真
言
宗
系
。
宝
暦
４
年
（
１
７
５
４
）、
淡
路
島
の
洲
本
大
工
町
（
洲
本
市
）
生
ま
れ
。
寛
政
９

年
（
１
７
９
７
）
か
ら
１
３
年
間
に
わ
た
り
全
国
を
回
国
修
行
し
、
文
政
元
年
（
１
８
１
８
）
に
小
田
原
に

忽
然
と
現
わ
れ
、
同
地
で
火
伏
、
雨
乞
い
、
病
気
平
癒
な
ど
の
加
持
祈
祷
を
行
い
、
江
戸
か
ら
の
参
詣
者
も

多
く
、
小
田
原
宿
に
泊
ま
る
宿
屋
な
し
と
い
う
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
観
正
は
ひ
た
す
ら
、
そ

ば
と
果
物
だ
け
を
食
べ
、
１
０
月
ま
で
は
木
綿
の
一
重

ひ
と
え

も
の
、
１
１
月
に
入
っ
て
二
重

ふ
た
え

を
用
い
る
と
い
う

生
活
を
し
つ
つ
、
民
の
た
め
に
祈
っ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
に
入
る
と
「
弘
法
大
師
の
再
来
」
と
の
名
声
が

拡
大
、
混
雑
で
圧
死
す
る
ひ
と
が
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

観
正
は
文
政
４
年
（
１
８
２
１
）
に
は
、
武
蔵
を
訪
れ
、
越
谷
と
蕨
に
巨
大
な
石
碑
を
残
し
て
い
ま
す
。

越
谷
の
こ
の
石
碑
は
、
北
は
水
角
邑

す
い
か
く
む
ら

（
現
・
春
日
部
市
）、
東
は
松
伏
邑
、
南
は
谷
塚
邑
、
西
は
鈎
上

か
ぎ
あ
げ

邑

（
現
・
岩
槻
区
）
な
ど
の
地
名
を
約
３
２
も
含
み
、
個
人
名
で
約
２
７
０
人
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
広
域
か

ら
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
た
貴
重
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
、
大
き
さ
も
、
観
正
の
石
碑
と
し
て
君
津
市
神じ

ん

野や

寺
、
青
梅
市
金
剛
寺
と
合
わ
せ
三
本
の
指
に
入
る
も
の
で
あ
る
と
、
木
食
観
正
を
多
年
に
わ
た
り
研
究
さ

れ
て
い
る
西
海

に
し
が
い

賢
二
・
東
京
家
政
学
院
大
学
名
誉
教
授
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
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木
食
観
正
・
略
年
譜

〇
１
７
５
４

宝
暦
４

淡
路
国
洲
本
大
工
町
（
洲
本
市
）
に
て
出
生

〇
１
７
８
４

天
明
４

地
蔵
寺
（
洲
本
市
）、
本
実
上
人
の
も
と
で
得
度

〇
１
７
９
７

寛
政
９

日
本
回
国
修
行
の
旅
に
出
る

〇
１
８
１
０

文
化
７

日
本
回
国
修
行
を
経
て
、
淡
路
に
戻
る

〇
１
８
１
８

文
政
元

相
州
根
府
川
（
小
田
原
市
根
府
川
）
に
忽
然
と
現
れ
る

〇
１
８
１
９

文
政
２

湯
島
円
満
寺
に
て
７
日
間
に
わ
た
り
加
持
祈
祷

〃

〃

小
田
原
安
国
寺
看
坊
と
な
る

〇
１
８
２
１

文
政
４

武
蔵
を
訪
れ
る

越
谷
、
蕨
に
て
碑
を
立
て
る

〇
１
８
２
２

文
政
５

本
郷
村
（
君
津
市
）
の
木
食
観
正
碑
開
眼
供
養

〃

〃

小
田
原
安
国
寺
看
坊
を
辞
す

〇
１
８
２
９

文
政
１２

江
戸
に
て
没
す
る

７５
歳

参
考
書

・「
近
世
の
遊
行
聖
と
木
食
観
正
」
西
海
賢
二
著

吉
川
弘
文
館
刊

２
０
０
７

・「
木
食
僧
の
系
譜

䢣

観
海
・
行
道
・
観
正

䢣

」
西
海
賢
二
著

仏
教
民
俗
学
大
系
２

聖
と
民
衆

名
著
出
版
刊

１
９
８
６


